
海老名市教育委員会

（令和５年 10月 定例会議事日程）

日時 令和５年10月27日(金)

午後3時00分

場所 えびなこどもセンター　201会議室

【報告事項】

１ 報告第 35 号

２ 報告第 36 号

３ 報告第 37 号

４ 報告第 38 号

【審議事項】(非公開予定）

５ 議案第 30 号

　日程第 中学校給食実施検討会提言書について

　日程第 教育財産（国指定史跡相模国分寺跡用地）の取得の申出につい
て

　日程第 第６回中学校給食実施検討会の開催結果について

　日程第 海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事業補助金要
綱の一部改正について

　日程第 海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要
綱の一部改正について



 
 

令和５年度 

教育長報告】 

主な事業報告 

［1］



 
 

［2］



 
 

［3］



 
 

学校の「色」

［4］



 
 

［5］



いがすた いがすた 
教育長だより 第６号 

2023.9.28  

［6］



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　報告理由

　海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱の一部改正を行っ

たため

報告第３５号

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱の一部

改正について

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱の一部改正につい

て、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規

則第２号）第４条の規定により報告する。

令和５年１０月２７日提出
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海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱の一部改正について 

 

１ 要旨 

  平成30年から海老名市在住の中学校３年生に対し、インフルエンザ予防接種費用の公費

 負担を行っています。 

  インフルエンザは例年冬季に流行しますが、今年は４月以降も小学校で学級閉鎖が発生

 するなど流行が収まらず、今後も感染拡大が懸念されています。 

 このような状況を踏まえ、より一層予防効果を高めることを目的に、学校生活を共にす

る中学１、２年生についても助成対象とするため、所要の改正及び文言の整理を行いまし

た。 

   

 

２ 改正内容 

  別添新旧対照表のとおり 

 

３ 対象者  

 （１）海老名市立中学校に在籍する中学１年生から３年生 

 （２）海老名市在住の中学１年生から３年生 

  ※例年は中学３年生約1,250人が対象のところ、今年度は全学年約3,700人が対象 

 

４ 自己負担額 

  1,000円 ※接種回数は１回限り 

 

５ 助成期間 

  令和５年10月１日から令和６年１月31日まで 

 

６ 令和４年度実績（中学３年生のみ） 

  接種人数 694名（56.2％） 

   ※償還払（指定医療機関以外で接種し助成をした方）の対象者は、いませんでした。 

 

 

学校別接種人数及び割合

学校名

海老名中学校 156 人 98 人 62.8 ％ 186 人 104 人 55.9 ％ 188 人 136 人 72.3 ％

有馬中学校 207 人 119 人 57.5 ％ 184 人 79 人 42.9 ％ 197 人 100 人 50.8 ％

海西中学校 170 人 97 人 57.1 ％ 170 人 104 人 61.2 ％ 164 人 116 人 70.7 ％

柏ケ谷中学校 207 人 122 人 58.9 ％ 228 人 123 人 53.9 ％ 225 人 138 人 61.3 ％

大谷中学校 190 人 106 人 55.8 ％ 162 人 91 人 56.2 ％ 193 人 133 人 68.9 ％

今泉中学校 207 人 112 人 54.1 ％ 224 人 135 人 60.3 ％ 203 人 135 人 66.5 ％

私学等 97 人 40 人 41.2 ％ 97 人 42 人 43.3 ％ 109 人 57 人 52.3 ％

合計 1,234 人 694 人 56.2 ％ 1,251 人 678 人 54.2 ％ 1,279 人 815 人 63.7 ％

令和４年度 令和３年度 令和２年度

対象数 接種数 対象数 接種数 割合割合対象数 接種数 割合

  令和５年10月27日
 定例教育委員会資料
就学支援課健康給食係
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海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱 新旧対照表                                  （傍線の部分は、改正部分） 

新（改正案） 旧（改正前） 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱（案） 
 
（趣旨） 

第１条 この要綱は、中学３年生が次のステップに進むことを応援するため

に、中学校におけるインフルエンザの発生及び蔓延の防止を図り、健康保持

に寄与するインフルエンザワクチンを用いた予防接種（以下「予防接種」と

いう。）に係る費用（以下「接種費用」という。）の一部を助成することに

ついて、必要な事項を定める。 

（対象者） 

第２条 対象者は、海老名市立中学校に在籍している     中学生又は現

に市内に居住し、市の住民基本台帳に記録されている者で学校教育法（昭和

22年法律第26号）第１条に規定する中学校、義務教育学校、中等教育学校若

しくは特別支援学校の中学校           に在籍する生徒とす

る。 

（助成対象期間） 

第３条 助成の対象とする予防接種の実施期間は、毎年10月１日から       

 翌年１月31日までとする。ただし、市長が必要と認めるときは、この期間を

変更することができる。 

第４条 （略） 

（実施方法等） 

第５条 市長は、第３条に規定する実施期間   の前に、対象者に対して、

住所、氏名及び生年月日を記載した海老名市       中学生インフル

エンザ予防接種助成券（以下「助成券」という。）を発行する。 

２ 対象者は、市と予防接種に係る業務を契約した医療機関（以下「受託医療

機関」という。）で予防接種を受けるものとする。 

３ 予防接種を受けた者の保護者（親権を  持つ者又は現に対象者を養育し

ている者をいう。以下同じ。）は、受託医療機関に対し、助成券を提出し、

自己負担額を支払うものとする。 

第６条 （略） 

（受託医療機関以外の医療機関で接種した場合） 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱  
 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、中学３年生が次のステップに進むことを応援するため

に、       インフルエンザの発生及び蔓延の防止を図り、健康保持

に寄与するインフルエンザワクチンを用いた予防接種（以下「予防接種」と

いう。）に係る費用（以下「接種費用」という。）の一部を助成することに

ついて、必要な事項を定める。 

（対象者） 

第２条 対象者は、海老名市立中学校に在籍している中学３年生   又は現

に市内に居住し、市の住民基本台帳に記録されている者で学校教育法（昭和

22年法律第26号）第１条に規定する中学校、義務教育学校、中等教育学校若

しくは特別支援学校の中学校第３学年に相当する学年に在籍する生徒とす

る。 

（助成対象期間） 

第３条 助成の対象とする予防接種の実施期間は、毎年10月１日から12月31日 

        までとする。ただし、市長が必要と認めるときは、この期間を

変更することができる。 

第４条 （略） 

（実施方法等） 

第５条 市長は、第３条に規定する実施期間に入る 前に、対象者に対して、

住所、氏名及び生年月日を記載した海老名市中学３年生応援   インフル

エンザ予防接種助成券（以下「助成券」という。）を発行する。 

２ 対象者は、市と予防接種に係る業務を契約した医療機関（以下「受託医療

機関」という。）で予防接種を受けるものとする。 

３ 予防接種を受けた者の保護者（親権を行う  者又は現に    養育し

ている者をいう。以下同じ。）は、受託医療機関に対し、助成券を提出し、

自己負担額を支払うものとする。 

第６条 （略） 

（受託医療機関以外の医療機関で接種した場合） 
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第７条 やむを得ない理由により受託医療機関以外の医療機関で予防接種を受

けた者の保護者は、第５条の規定に関わらず接種費用を全額支払った後、領

収書、  同条第１項の助成券及び予防接種を受けた者の予診票を添付し

て、海老名市       中学生インフルエンザ予防接種助成金交付申請

書（第１号様式）を市長に提出するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により申請書を提出した者（以下「申請者」とい

う。）から、前項     の申請書の提出があったときは、速やかにその

内容を審査し、助成金の交付又は不交付を決定し、海老名市        

中学生インフルエンザ予防接種助成金交付（不交付）決定通知書（２号様

式）により、申請者に通知するものとする。 

３ 申請者は、前項に規定する助成金の交付決定を受けたときは、海老名市  

      中学生インフルエンザ予防接種助成金交付請求書（３号様

式）を市長に提出するものとする。 

４ 市長は、前項の請求書の提出があったときは、速やかに、助成金を申請者

の指定する口座へ振り込むものとする。 

第８条・第９条 （略） 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和５年    10月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 第５条第１項の規定による助成券の発行に関し必要な行為は、この要綱の

施行の日前においても行うことができる。 

 

 《平成30年10月１日・制定》 

 《令和５年１月１日・改正》 

 《令和５年７月１日・改正》 

 《令和５年10月１日・改正》 

 

 

 

 

第７条 やむを得ない理由により受託医療機関以外の医療機関で予防接種を受

けた者の保護者は、第５条の規定に関わらず接種費用を全額支払った後、領

収書、第５ 条第１項の助成券及び予防接種を受けた者の予診票を添付し

て、海老名市中学３年生応援   インフルエンザ予防接種助成金交付申請

書（第１号様式）を市長に提出するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により申請書を提出した者（以下「申請者」とい

う。）から、前項に規定する 申請書の提出があったときは、速やかにその

内容を審査し、助成金の交付又は不交付を決定し、海老名市中学３年生応援 

  インフルエンザ予防接種助成金交付（不交付）決定通知書（２号様

式）により、申請者に通知するものとする。 

３ 申請者は、前項に規定する助成金の交付決定を受けたときは、海老名市中

学３年生応援   インフルエンザ予防接種助成金交付請求書（３号様

式）を市長に提出するものとする。 

４ 市長は、前項の請求書の提出があったときは、速やかに、助成金を申請者

の指定する口座へ振り込むものとする。 

第８条・第９条 （略） 

 

   附 則 

       

  この要綱は、令和５年７月１日     から施行する。 

       

                                    

                     

 

 《平成30年10月１日・制定》 

 《令和５年１月１日・改正》 

 《令和５年７月１日・改正》 
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第１号様式（第７条関係） 

 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付申請書 

 

                              年  月  日 

 海老名市長 殿 

                    住所   

                    氏名             印※ 

                    電話番号 

                     ※自署の場合は押印の省略が可能です。

 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成事業に伴うインフルエンザ予

防接種を受けましたので、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付

要綱第７条第１項の規定により、次のとおり申請いたします。 

 

 

         申請額 金          円 

 

１ 接種対象者 

   
 

 

２ 添付書類 

   ・領収書 

   ・市が発行した助成券（はがき） 

   ・予診票（接種時に医療機関で記入した場合）  

 

住　所

氏　名

実施医療機関名

対象者 生年月日

年　　月　　日

接　種　年　月　日 　　年　　　月　　　日

第１号様式（第７条関係） 

 

 

                              年  月  日 

 海老名市長 殿 

                    住所   

                    氏名             印※ 

                    電話番号 

                     ※自署の場合は押印の省略が可能です。

 

海老名市中学生インフルエンザ予防接種助成金交付申請書 

 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成事業に伴うインフルエンザ予

防接種を受けましたので、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付

要綱第７条第１項の規定により、次のとおり申請いたします。 

 

 

         申請額 金          円 

 

１ 接種対象者 

   
 

 

２ 添付書類 

   ・領収書 

   ・市が発行した助成券（はがき） 

   ・予診票（接種時に医療機関で記入した場合）  

 

住　所

氏　名

実施医療機関名

対象者 生年月日

年　　月　　日

接　種　年　月　日 　　年　　　月　　　日
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第３号様式（第７条関係） 

 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付請求書 

 

                             年  月  日 

 海老名市長 殿 

                    住所   

                    氏名              印※ 

                    電話番号 

                    ※自署の場合は押印の省略が可能です。 

 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成に係るインフルエンザ予防接

種を受けましたので、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱

第７条第３項の規定により、次のとおり請求いたします。 

 

         請求額 金          円 

１ 予防接種を受けた者 

   

２ 振込先 

金融機関名 
（銀行・信金・農協・信組・金庫） 

（支店・支所・出張所） 

種  類 普通・当座 口座番号         

フリガナ  

口座名義人  

 

住　所

氏　名

実施医療機関名

対象者 生年月日

年　　月　　日

接　種　年　月　日 　　年　　　月　　　日

第３号様式（第７条関係） 

 

                             年  月  日 

 海老名市長 殿 

                    住所   

                    氏名              印※ 

                    電話番号 

                    ※自署の場合は押印の省略が可能です。 

 

海老名市中学生インフルエンザ予防接種助成金交付請求書 

 

 月 日付で決定のあった海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金

について、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱第７条第３

項の規定により、次のとおり請求します。 

 

         請求額 金          円 

１ 予防接種を受けた者 

   

２ 振込先 

金融機関名 
（銀行・信金・農協・信組・金庫） 

（支店・支所・出張所） 

種  類 普通・当座 口座番号         

フリガナ  

口座名義人  

 

住　所

氏　名

実施医療機関名

対象者 生年月日

年　　月　　日

接　種　年　月　日 　　年　　　月　　　日
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第２号様式（第７条関係） 

 

 

                            海  第   号                   

                             年  月  日 

          様 

                       

                      海老名市長          

                     

 

海老名市中学生インフルエンザ予防接種助成金交付（不交付）決定通知書 

 

 

    年  月  日付けで申請のあった、助成金ついては、下記のとおり決定し

たので、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱第７条第

２項の規定により通知します。 

 

 

記 

 

 

１ 決 定 内 容   交付する  交付しない 

 

 

２ 助 成 金 額             円 

 

 

３ 予防接種を受け 

  た者の氏名 

 

４ 不 交 付 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

第２号様式（第７条関係） 

 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付（不交付）決定通知書 

 

                            海  第   号                   

                             年  月  日 

          様 

                       

                      海老名市長          

                     

 

    年  月  日付けで申請のあった、助成金ついては、下記のとおり決定し

たので、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱第７条第

２項の規定により通知します。 

 

 

記 

 

 

１ 決 定 内 容   交付する  交付しない 

 

 

２ 助 成 金 額             円 

 

 

３ 予防接種を受け 

  た者の氏名 

 

４ 不 交 付 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-7-



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　報告理由

　第６回中学校給食実施検討会の開催結果について報告したいため

報告第３６号

第６回中学校給食実施検討会の開催結果について

第６回中学校給食実施検討会の開催結果について、海老名市教育委員会教育長に対

する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第４条の規定により報告

する。

令和５年１０月２７日提出
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第６回 中学校給食実施検討会の開催結果について 

 

  中学校給食の完全実施に伴う給食費の設定及び地産地消食材の選定等を含む学

校給食献立の方向性並びに保護者負担軽減全般の在り方の具体的な検討をおこな

うため、標記の会議を開催しましたので概要を報告します。 

 

１ 第６回会議開催結果 

（１） 日時 令和５年９月26日（火）15：00～16：30 こどもセンター 201会議室 

 

（２）出席者 11名【委員８名・関係機関（市農業支援センター）１名・事務局２名】 

  校長１名、中学校教諭１名、栄養教諭１名、小中学校保護者３名、農業関係

者１名、市教育委員会１名、市農業支援センター職員１名、 

   市教育委員会担当２名（事務局）     

  

（３）概要 

① 中学校給食実施検討会提言書（案）について 

 保護者負担軽減の表現範囲の確認 

 「安全安心な献立」に加え「魅力ある献立」を表現として追加 

 「楽しめる給食」の内容及び表現の確認 

 表現の修正等は会長一任として処理を進める。 

 

② 海老名産食材の活用展開について 

 配送料等の条件設定について仕組みづくりを進める。 

 食材による生産者の取りまとめは農業支援センターで行っていく予定 

 生産者（出展者）間の組織づくりも併行して進める。 

 

③ 学校給食献立コンテストにおける意見聴取報告 

 児童・生徒が挙げた献立については給食として提供した経過もあり「食べ

たいメニュー」の意味合いが強い 

 子どもたちが楽しめる給食を提供して欲しい。 
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２ 今回の課題及び次回への整理点 

 （仮称）提言書～案～について、今回の意見を参考にして、表現の方法等を

会長一任にて修正し、今後の理事者報告、教育委員会報告、庁議等の資料と

していく。 

 

 

３ 今後の予定  

 10 月 27 日  教育委員会定例会【中学校給食実施検討委会提言書の報告】 

 11 月 17 日  教育委員会臨時会【条例改正に伴い庁議に諮る内容の決定】 

 （学校給食費に関する条例及び施行規則、食の創造館設置条例） 

 11 月 21 日  最高経営会議【条例改正案の決定】 

（学校給食費に関する条例及び施行規則、食の創造館設置条例） 

 12 月 ６日  令和５年第４回市議会定例会へ改正案上程・議決後公布 

（学校給食費に関する条例、食の創造館設置条例）       

 令和６年３月 政策会議及び最高経営会議 

（海老名市立小中学校教職員等の学校給食費に関する要綱）  

 令和６年４月１日 施行 

 令和６年４月 教育委員会定例会にて改正の報告 

 （学校給食費に関する条例及び施行規則、食の創造館設置条例） 

（海老名市立小中学校教職員等の学校給食費に関する要綱）  

 

 

４ 年間予定 

実施回 日時 会場 

第１回 令和５年４月 12日（水）15：00～ こどもセンター301 会議室 

第２回 令和５年５月 29日（月）15：00～ こどもセンター201 会議室 

第３回 令和５年６月 21日（水）15：00～ こどもセンター301 会議室 

第４回 令和５年７月 11日（火）15：00～ こどもセンター201 会議室 

第５回 令和５年８月 25日（金）15：00～ こどもセンター301 会議室 

第６回 令和５年９月 26日（火）15：00～ こどもセンター201 会議室 

第７回 令和５年 10 月 31 日（火）15：00～ こどもセンター201 会議室 

          ◆令和６年１月・食の創造館増築棟竣工後に委員による内覧を予定。 
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　報告理由

　中学校給食実施検討会提言書について報告したいため

報告第３７号

中学校給食実施検討会提言書について

中学校給食実施検討会提言書について、海老名市教育委員会教育長に対する事務の

委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第４条の規定により報告する。

令和５年１０月２７日提出
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中学校給食実施検討会提言書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 10 月 

中学校給食実施検討会 

 

  

 

-12-

令和５年 10 月 27 日 
定 例 教 育 委 員 会 資 料 
就学支援課健康給食係 



目  次 
 

１. 中学校給食実施検討会の設置 

 

（１）検討会の設置について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

 （２）検討会の経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

 

 ２. 中学校給食における給食費の設定について・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

 

 ３. 保護者負担の在り方について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

 

 ４. 地産地消食材の活用を含む学校給食献立について・・・・・・・・・・・６ 

 

 

 ５. 検討報告（まとめ）～中学校給食完全実施に関する提言～・・・・・・・７ 

 

 

 

 

 参考資料編 

 会議資料及び議事録【第１回～第７回】 

 

 中学校給食実施に係る意見聴取 

 保護者アンケート結果 

 学校給食献立コンテストにおける児童・生徒への献立及び意見聴取 

 

 

 

-13-



1. 中学校給食実施検討会の設置 

 

（１）検討会の設置について  

① 目 的 

中学校給食の完全実施に伴う給食費の設定及び保護者負担の軽減の在り方 

     や地産地消食材の活用等を含む学校給食献立の方向性について、様々な視点 

     から検討し、市の方針決定の一助となるよう報告書（提言書）にまとめる。 

 

② 期 間 

 令和５年４月１日～令和６年３月 31 日 

 

③ 委員構成【11 名】 

 海老名市立小中学校代表  （校長代表 小中各１名、教頭代表 中１名） 

                   （教務担当教諭 １名、食育担当教諭 １名） 

 栄養教諭・栄養士       （食の創造館 栄養教諭 １名） 

 農業関係者代表        （生産者 １名） 

 小中学校保護者代表     （保護者代表 小１名、中２名） 

 教育委員会           （教育部長） 

 オブザーバー          （（一社）農業支援センター） 

 事務局              （就学支援課） 

 

④ 課題及び検討事項 

(ア) 中学校給食費の設定 

(イ) 保護者負担の在り方 

(ウ) 学校給食献立（地産地消） 
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（２）検討会の経過  

 

第１回 

４月 12 日（水） 

こどもセンター 

301 会議室 

① 中学校給食実施検討会年間スケジュール（案）について 

② 中学校給食の完全実施に向けた準備状況等について 

③ 中学校給食実施に伴う給食費の設定（保護者負担の在り方

を含む）及び学校給食献立（地産地消等を含む）について 

 

 

第２回 

５月 29 日（月） 

こどもセンター 

201 会議室 

① 第１回中学校給食実施検討会における意見等の整理 

② 中学校給食実施に伴う給食費の設定について 

③ （一社）海老名市農業支援センター令和４年度活動報告に

ついて 

 

第３回 

６月 21 日（水） 

こどもセンター 

301 会議室 

① 中学校給食実施に係る保護者アンケート素案について 

② 学校給食献立（地産地消食材の選定）について 

③ 中学校給食実施に伴う給食費設定の検討経過について 

 

 

中学校給食完全実施

に係る実施日数に関

する調整会議 

６月 29 日（木） 

 こどもセンター 

  202 会議室 

① 給食提供日数の調査結果報告 

② 実施について検討した行事の報告 

③ 方向性の確認 

④ 今後の日程確認 

第４回 

７月 11 日（火） 

こどもセンター 

201 会議室 

① 中学校給食実施に伴う給食提供日数及び給食費について 

② 学校給食献立（地産地消食材の選定）について 

③ 中学校給食実施に係る保護者アンケートについて（報告） 

第５回 

８月 25 日（金） 

こどもセンター 

301 会議室 

① 中学校給食の完全実施に向けた保護者アンケート結果報告

について 

② 県内中学校給食費における公費負担状況等について 

③ 学校給食献立における地産地消食材の活用について 

④ 中学校給食実施検討会報告書（提言書）～素案～について 
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第６回 

９月 26 日（火） 

こどもセンター 

201 会議室 

① 中学校給食実施検討会提言書（案）について 

② 海老名産食材の活用展開について 

③ 学校給食献立コンテストにおける意見聴取報告 

 

 

第７回 

10 月 31 日（火） 

こどもセンター 

201 会議室 

 

①中学校給食実施検討会提言書について 

 

その他 

 

◎食の創造館増築棟内覧会【令和６年２月～３月】 

 ・委員による施設内覧及び試食 

 ・内覧会をもって検討会解散 
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2. 中学校給食における給食費の設定について 

項 目 検討事項・確認事項 委員からの意見 

 

 

 

中学校給食費

の設定 

 

・学校給食の現状確認 

・１食あたりの価格構成 

・県内中学校給食費の現状 

・給食提供日数の検討 

・保護者からの意見聴取(アンケ

ートの実施) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学校給食のアピールポイント

の明確化 

・中学校給食における提供日数の

学校機関における詳細検討 

・保護者（小・中学校）の意見聴

取の必要性 

・児童、生徒からの意見聴取の必

要性 

・中学校給食における基本となる

提供日数は １年生及 び２年生 は

180 日、３年生は 160 日から 165 日

として検討したい。 

・１食あたりの単価は 350 円と想

定して、１年生及び２年生は年額

63,000 円、3 年生は年額 57,750 円

として検討したい。 

 

 提言に向けた方向性 

 中学校給食費の設定にあたっては、県内市町村の給食費と比較して適正な

金額設定が望ましい。 
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3. 保護者負担の在り方について 

項 目 検討事項・確認事項 委員からの意見 

 

 

 

保護者負担の

在り方 

・教育委員会で実施している負担

軽減策の確認 

・県内市の学校給食における市独

自の負担軽減策の状況 

・県内市の就学支援制度（学校給

食）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・給食費は保護者負担が原則 

・困っている世帯へ支援の強化 

・スクールライフサポート制度に

おける給食費部分の支援拡大 

 

 提言に向けた方向性 

 セーフティネットを前提として給食費は保護者が支払うべきものと考え

る。ただし、スクールライフサポート制度における学校給食部分の支援内

容の拡充を検討したい。 
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4. 地産地消食材の活用を含む学校給食献立について 

項 目 検討事項・確認事項 委員からの意見 

 

 

 

学校給食献立 

（地産地消） 

・地産地消食材活用の現状 

・農業支援センター活動紹介 

・ＪＡさがみへのヒアリング 

・各市の取組み研究（三浦・八王

子） 

・地産地消給食献立紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・郷土愛に繋がることから、海老

名産の食材が増えることは望まし

く推進して欲しい。 

・地産地消食材の推進は生産者か

らの買い付けが望ましい（配送含

む） 

・ＪＡの協力は必要（提供野菜の

種類増加） 

・姉妹都市、協定都市の名産物も

食べてみたい。 

 

 提言に向けた方向性 

 地産地消食材の使用にあたり、より推進できる仕組みづくりについて継続

して取り組みたい。（もぎたて、新鮮野菜を給食へ） 

 令和６年度予算編成にて、地産地消食材の活用拡大を検討したい。 

 「食の楽しみ」を実現するため、お楽しみ給食や行事食等については、保

護者の負担ではなく公費負担として検討を重ねたい。 

 地産地消食材の活用について、「使用量」に加え「品目数の増加」につい

ても検討したい。 
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５.検討報告（まとめ）～中学校給食実施に関する提言～ 

中学校給食実施検討会は、令和５年４月に「中学校給食費の設定」、「保護者負担

の在り方」、「地産地消食材の活用を含めた学校給食献立」について、様々な視点か

ら検討するために設置され、各委員がそれぞれの立場から意見を出し合い、協議

及び検討を進めてまいりました。 

その検討のまとめとして、次のことを提言いたします。 

 中学校給食完全実施に関する ６つの提言 

 

【中学校給食費の設定】 

◎ 中学校給食費の設定にあたっては、中学生が満足できる質及び量を確保

しつつ、成長に必要な栄養価を満たし「安全安心な献立」、「魅力ある給食」

を実現するために必要な金額であり、かつ保護者の負担が過重にならな

いよう、県内他自治体の状況も踏まえ、「適正な水準」となるよう検討し

ていただきたい。 

◎ 給食提供日数については、学校課業日にはできるだけ提供することが 

求められている状況を踏まえつつ、学校行事を勘案して「適切な提供日数」

となるよう検討していただきたい。 

◎ 決定した中学校給食費（保護者負担分）については、保護者に対し   

「丁寧な説明」に努めていただきたい。 

 

【保護者負担の在り方】 

◎ 学校給食費についてのセーフティネットは維持した上で、学校給食を 

含む学校に関わる費用全般についての「支援の拡大」を検討していただき

たい。 

 

【地産地消食材の活用を含めた学校給食献立】 

◎ 地産地消食材の活用については、安定的に学校給食に取り入れられる 

「仕組みづくり」に取り組んでいただきたい。 

◎ 海老名市をはじめ、全国各地の名産品を活用した特色ある給食、伝統文

化・季節の節目等にちなんだ行事食などを積極的に取り入れ、    

「子どもたちが楽しめる給食」の実現に取り組んでいただきたい。 
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　報告理由

　海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事業補助金要綱の一部改正を行っ

たため

報告第３８号

海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事業補助金要綱の一部

改正について

海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事業補助金要綱の一部改正につい

て、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規

則第２号）第４条の規定により報告する。

令和５年１０月２７日提出
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 海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事業補助金交付

要綱の一部改正について 
 

１ 概要 

  保育園や認定こども園での送迎用バスによる死亡事故をきっかけに、こど

も家庭庁で、新たに送迎用車両への安全装置の設置に係る補助メニューが創

設された。 

今回、令和５年７月20日付けで正式に交付要綱が送付され、学童保育クラ

ブも補助対象となることが明らかとなったため、児童の送迎を行っている学

童保育クラブの送迎用車両に対し、同内容で要綱を改正し、補助金を交付し

たい。 

 

２ 補助内容 

  学童保育クラブの送迎車両に安全装置を設置するために必要な経費の補助 

 （１）補助上限額 １台当たり 88,000 円 

 （２）補助率   国 10/10 

 （３）補助対象品 こども家庭庁の作成するリストに掲載されている物品 

          最も安価な商品でも設置工賃も含めると、約 11 万円であ

り、２～３万円はクラブ負担となる。 

         （商品例：後部座席に設置するとエンジン停止時に鳴動する。） 

 

３ 市条例における規定 

  条例上は、安全装置の設置は義務ではない。 

  点呼等による利用者の所在の確認が義務付けられている。 

海老名市学童保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例  

（自動車を運行する場合の所在の確認） 

【第７条の３】 

学童保育事業者は、利用者の事業所外での活動、取組等のための移動その他の利用者の移

動のために自動車を運行するときは、利用者の乗車及び降車の際に、点呼その他の利用者の

所在を確実に把握することができる方法により、利用者の所在を確認しなければならない。 

 

 

令和５年 10月 27日 

定例教育委員会資料 

教育部学び支援課 
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海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事業補助金交付要綱 新旧対照表 

新 旧 

 海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事業補助金交付要綱 

 

第１条から第３条 （略） 

 

 （補助金の額） 

第４条 補助金の額は、支援の単位（放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準（平成26年厚生労働省令第63号）第10第４項に規定する支援の単位をいう。）

ごとに、別表第１から別表第７までに定める補助メニューの基準より算定するも

のとする。 

２ 年度の途中において事業の開始又は終了をする場合の補助金の額は、別表２に定

める基準により算定するものを除き、事業開始月又は終了月を含む月割りとし、100

円未満の端数が生じた場合はこれを切り捨てる。 

 

第５条から第15条 （略） 

 

  附 則 

この要綱は、令和５年９月28日から施行する。 

 

《令和４年２月１日・改正》 

《令和４年４月27日・改正》 

《令和５年７月１日・改正》 

《令和５年８月16日・改正》 

 

別表第１から別表第６ （略） 

 

 

 

 

 海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事業補助金交付要綱 

 

 第１条から第３条 （略） 

 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、支援の単位（放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す 

る基準（平成26年厚生労働省令第63号）第10第４項に規定する支援の単位をいう。）

ごとに、別表第１から別表第６までに定める補助メニューの基準より算定するもの

とする。 

２ 年度の途中において事業の開始又は終了をする場合の補助金の額は、別表２に定

める基準により算定するものを除き、事業開始月又は終了月を含む月割りとし、100

円未満の端数が生じた場合はこれを切り捨てる。 

 

第５条から第15条 （略） 

 

   附 則 

この要綱は、令和５年８月16日から施行し、令和５年４月１日より適用する。 

 

《令和４年２月１日・改正》 

《令和４年４月27日・改正》 

《令和５年７月１日・改正》 

 

 

別表第１から別表第６ （略） 
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 別表第７（第４条関係） 

項目 内容 補助金額 

送迎用

車両安

全装置

設置補

助 

安全装置等の購入費（運搬費、

設置・据え付け費、工事費を

含む）、リース料、導入費用に

対する補助 

当該事業の対象経費 

ただし、送迎用車両一台当たり

88,000円を上限とする。 

 

 備考 令和６年３月31日までに完了した事業のみを補助対象とする。 

（新規） 
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　20,000,000円以上の教育財産として、国指定史跡相模国分寺跡用地を取得するた

め、市長に対し申出を行いたいため

議案第３０号

教育財産（国指定史跡相模国分寺跡用地）の取得の申出について

別紙のとおり、教育財産（国指定史跡相模国分寺跡用地）の取得の申出について、

議決を求める。

令和５年１０月２７日提出
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